
 

 

吹田市都市計画部設計等業務検査要領 

 

                        制定 令和 4 年 3 月 28 日 

 

（目的） 

第 1 条 この要領は、都市計画部が実施する設計及び工事監理の業務（以下

「設計等業務」という。）において、地方自治法第 234 条の２第 1 項及び吹

田市財務規則の規定に基づく検査（以下「検査」という。）の実施に関し必

要な事項を定め、検査の円滑かつ適正な執行及び成果物の品質確保を図るこ

とを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第 2 条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

（１）監督      地方自治法第 234 条の 2 第 1 項の規定による監督をい

う。 

（２）契約担当者   吹田市財務規則第 2 条第 9 号の規定による契約担当者

をいう。 

（３）業務担当長   設計等業務を主管する室課等の長をいう。 

（４）調査職員    設計等業務の監督を行うため、業務担当長が指定した

職員をいう。 

（５）検査員     設計等業務の検査を行うため、業務担当長が指定した

職員をいう。 

 

（検査実施基準） 

第 3 条 検査員は、契約書、仕様書、設計書及び図面その他の関係書類に基づ

いて検査を実施する。 

 

（検査の種類及び実施時期） 

第 4 条 検査の種類及び実施時期は次のとおりとする。 

（１）完了検査 設計等業務（次号及び第 3 号の検査を受けたものを除く）の

完了を確認するための検査 



 

 

（２）指定部分検査 設計等業務の完了に先立って引渡しを受けるべきことを

指定した部分がある場合において、当該指定部分に係る設計等業務の完

了を確認するための検査 

（３）既済部分検査 指定部分以外の部分で、成果物の一部分が完了し、かつ

可分なものについて、受注者の承諾を得て引渡しを受けるための検査 

（４）清算検査 設計等業務の契約が解除され、かつ既に完了した部分につい

て引渡しを受ける場合について、当該引渡し部分に係る設計等業務の完

了を確認するための検査 

（５）出来形検査 前各号に規定する以外の場合で、特に必要があると認めら

れる場合に、既済部分の出来形を確認するための検査 

（６）随時検査 設計等業務施行の過程で業務担当長が検査の実施を必要と認

めたとき行う検査 

 

（検査員の指定） 

第 5 条 業務担当長は、原則として、自らを検査員として指定するか又は課長

級以上の職にあるものから検査員を指定しなければならない。ただし、やむ

を得ない場合には、課長代理級の職にある者を検査員として指定することが

できる。 

 

（検査の立会い） 

第６条 検査員は、業務担当長が必要と認めた場合又は受注者からの申し出が

あった場合においては、当該設計等業務の管理技術者等、受注者の立会いの

もとで検査を行うことができる。 

 

（検査の実施） 

第７条 検査は第 3 条の規定により、書類検査をもって契約の履行の確認を行

う。ただし、検査員が必要と認めるときは、現場検査を行うものとする。 

 

（検査の報告等） 

第 8 条 検査員は、検査の結果について、速やかに検査報告書（様式第１号）

により業務担当長に報告しなければならない。 

２ 業務担当長は、前項の報告を受けたときは、その内容を確認し、契約の内



 

 

容と適合すると認めるときは、検査調書（様式第２号）を作成し、契約担当

者に提出しなければならない。ただし、随時検査については、この限りでな

い。 

３ 業務担当長自らが検査員として検査を行った場合は、第 1 項の報告を省略

することができる。この場合において、検査の結果が契約の内容と適合する

と認めるときは、前項の規定によるものとする。 

 

（手直しの指示） 

第９条 業務担当長は、前条第 1 項の規定による報告を受けた場合又は業務担

当長自らが検査員として検査を行った場合において、その内容が契約の内容

と適合していないと認めるときは、受注者に成果物の修補に係る指示を行

う。 

２ 前項の規定による成果物の修補が完了したときは、再度検査を行うものと

する。この場合における報告等については前条の規定によるものとする。 

 

（成績の評定） 

第１０条 検査員は、設計等業務に係る完了検査を行ったときは、別に定める

吹田市都市計画部設計等業務成績評定要領により成績評定を行うものとす

る。 

 

（委任） 

第１１条 この要領に定めるもののほか、検査の実施に関し必要な事項は、都

市計画部長が定める。 

 

 

 

附 則 （令和 4 年 3 月 28 日 決裁） 

この要領は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

  



 

 

 

検    査    報  　告    書

様

検査員

検 査 種 別

業 務 名

場 所

履 行 期 間 ～

受 注 者 円

検 査 箇 所
検 査 結 果

立 会 人

調 査 職 員

 備   考

　  年  　月 　 日 年　  月  　日

業 務 委 託 料

　様式第１号

年 月 日

     下記業務の検査の結果を報告します。

検 査 日 　年  　月　  日



 

 

 

検　　　査　　　調　　　書

様

業務担当長

検 査 種 別

業 務 名

場 所

履 行 期 間 ～

受 注 者 円

立 会 人

調 査 職 員

検 査 員

 備   考

　  年  　月 　 日 年　  月  　日

業 務 委 託 料

　様式第２号

年 月 日

     下記業務の検査の結果は､次のとおりです。

検 査 日 　年  　月　  日


